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        令和４年度 シラバス 

 

                               提出日 令和４年５月２４日 

 

 教 科：公 民 科 

 

 

 科 目：社会学 

 

 

  単位数：２単位 

 

対象学年：総合学科 ３学年 

 月（時間）   学期の学習内容 各月の学習内容      指導上の留意点 

４月 
（５） 

 
Ⅰ.感染症について 

１．オリエンテーション 
２．感染症の歴史 
３．新型コロナウイルス① 
４．新型コロナウイルス② 
５．新型コロナウイルス③ 

・近年の新型コロナウイルス感染拡
大から何を学ぶかを考えさせる。 

５月 
（６） 

 

Ⅱ.地球環境問題・エ
ネルギー資源に関す
る問題 

 ６．世界の環境問題 
 ７．地球温暖化 
 ８．新しいエネルギー 
 ９．原子力エネルギー 
１０．資源と政治 
１１．私たちができること 

・地球温暖化やエネルギー資源をめ
ぐる問題を通して世界情勢や私たち
の生活について考えさせる。 

６月 
（８） 

 

 

Ⅲ.SDGｓについて 

１２．SDGｓとは 
１３．日本政府の取り組み 
１４．各国の取り組み① 
１５．各国の取り組み② 
１６．身近な取り組み① 
１７．身近な取り組み② 
１８．私たちができること 
１９．レポート作成 

・SDGｓについて調べることにより
私たちができる取り組みについて考
えさせる。 

７月 
（６） 

 

Ⅳ.医療･福祉に関す
る問題 

２０．遺伝子治療 
２１．臓器移植 
２２．生命倫理 
２３．社会保障制度とは 
２４．大きな政府と小さな政府 
２５．日本の社会保障制度の課題 

・医療・福祉に関する話題から生き
るということについて考えさせる。 

９月 
（９） 

 
Ⅴ. 民族･宗教問題 

２６．アジアの民族問題 
２７．ヨーロッパの民族問題 
２８．アフリカの民族問題 
２９．宗教の意義 
３０．世界宗教 
３１．民俗宗教 
３２．日本の宗教（神道･仏教） 
３３．西洋の思想 
３４．民族･宗教問題の解決に向けて 

・世界各地で起こっている民族・宗
教問題を通して、何をなすべきか考
えさせる。 

１０月 
（９） 

 

Ⅵ.高度情報社会につ
いて 

３５．高度情報社会とは 
３６．マスメディアと大衆社会 
３７．インターネットと私たちの生活 
３８．ＡＩ（人工知能）と私たち 
３９．デジタルデバイド（情報格差） 
４０．メディアリテラシー 
４１．スマートフォンの普及と課題 
４２．ＳＮＳの活用 
４３．よりよい活用について 

・高度情報社会における課題等を調
べることにより、インターネットの
よりよい活用について考えさせる。 

 １１月 
（８） 

 

 

Ⅶ.少子高齢化社会に
ついて 

４４．進む高齢化とその背景 
４５．進む少子化とその背景 
４６．少子高齢社会の課題① 
４７．少子高齢社会の課題② 
４８．高齢化と少子化への対策（日本） 
４９．高齢化と少子化への対策（欧米） 
５０．レポートまたは小論文作成① 
５１．レポートまたは小論文作成② 
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１２月 
（６） 

 

 

Ⅷ.財政と税金につい
て 

５２．財政の役割 
５３．直接税と間接税 
５４．累進課税制度 
５５．ビルトインスタビライザー 
５６．増え続ける財政赤字 
５７．税金の無駄遣いを防ぐために 

・日本の財政問題を考えるとともに
納税者としてのあり方について考え
させる。 

１月 
（６） 
 

 

Ⅸ.成人年齢について
考える 

５８．成人年齢の引き下げについて 
５９．成人とは 
６０．有権者として 
６１．成人としての義務と責任 
６２．成人年齢引き下げによる課題① 
６３．世人年齢引き下げによる課題② 

・成人年齢引き下げによるメリット
とデメリットを知り、社会人として
の義務や責任を考えさせる。 

２月 
（４） 

 
Ⅹ.消費者問題 

６４．消費者の権利 
６５．悪質商法・詐欺 
６６．消費者トラブル 
６９．自立した消費者に 

・消費者トラブル等に巻き込まれな
いようにさまざまな事例を学ばせ
る。 

３月 

（３） 

Ⅺ.寛容な社会とは 

 

６８．多文化主義と自民族中心主義 

６９．寛容な社会とは 

７０．１年のまとめ 

 

・最近のニュースなどから寛容な社

会について考えさせる。 

 

 総時数 70 

 

評価については、思考力や判断力を醸成するレポートや小論文を提出させて評価する。 

 

 
 
 
 
 


